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2026年３月10日 

各  位 

会 社 名 ギ グ ワ ー ク ス 株 式 会 社 

本 社 所 在 地 東京都港区西新橋二丁目 11 番 6 号 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長 村 田 峰 人 

 （コード番号 ：2375 東証スタンダード） 

問 合 せ 先 取締役常務執行役員 

ＣＦＯ  

 
松  沢  隆  平 

 （ＴＥＬ 03-6832-3260） 

  

営業外費用の計上および2026年10月期の連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日公表しております2026年10月期第１四半期連結決算において、下記のとおり、営業外費用を計上いたし

ました。 

また、最近の業績の動向等を踏まえ、2025年12月11日に公表いたしました「2026年10月期通期連結業績予想」を下記

のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外費用の計上及びその内容について 

暗号資産相場の変動による暗号資産評価損 170,481 千円を第１四半期連結累計期間において営業外費用として計上

いたしました。これは主に、当社が保有する暗号資産に関して、第１四半期末の市場価格に基づいて評価替えを行った

ことにより生じたものであり、今後の暗号資産の価格変動によりこの額は変動いたします。 

 

 

２．2026年10月期(通期)連結業績予想数値の修正(2025年11月１日～2026年10月31日)について 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ)  
百万円 

22,000 

百万円 

50 

百万円 

20 

百万円 

10 

円 銭 

  0  50 

今回修正予想(Ｂ) 22,000 240 20 10 0  50 

増減額(Ｂ－Ａ) 0 190 0 0  

増減率(％) 0.0 380.0 0.0 0.0  

前期実績 

(2025年10月期) 
22,261 15 5 272   13  72 
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３．業績予想修正の理由 

基幹事業であるシステムソリューション事業においては、パートナーとの協業体制によるプロジェクトの拡大・推進

の継続に加え、複数の請負案件を受注したことにより、当初計画を上回って推移する見込みとなりました。また、本社

部門の効率化・コスト見直し等を推進したことにより、共通費の削減が計画を上回る進捗となっております。 

他方、「１．営業外費用の計上及びその内容について」の影響等を踏まえ、足元の業績動向を総合的に勘案した結果、

「2026年10月期（通期）連結業績予想数値」を修正いたしました。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しております、実際の業績は、 

様々な要因により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性がございます。 

以 上 


